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 “NAGOYA” Miniature books (1967‒ 1987)
This 7cm x 10cm hobby book was published by Iwao Kameyama, the president of Nagoya Times. Only 300 copies 
were distributed to members. Authors include Yukio Haruyama, Ichiei Sato, Fujio Makino, Buhei Okado, Goro 
Saito, and Kansuke Yamamoto. Surrealist photographer Kansuke Yamamoto's only published work is this book, 
making it highly valuable.

参考／名古屋豆本、碧南市民図書館、
　　　『亀山巌のまなざし 雑学の粋人モダニスト』木下信三2020年風媒社
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名古屋発文芸 児童文学 詩 短歌 小説
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発行略歴

Web なごやゆかりの脚本・児童文学・ミニコミ 令和 8 年度基準　　　　　1/ 名古屋に居住・定期来名した経歴が確認されている（ミニコミは発行所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　2/ 関連資料寄贈品が名古屋市に複数収蔵されている

1967 年　　名古屋タイムズの社長だった亀山巖により開版。1号 300 部限定

　　　　　出版され、毎号会員配布。原稿依頼から企画・装幀、装画、発送の

　　　　　宛名書き、郵便局への持ち込みまで、全てこなした。

　　　　　亀山氏の気に入っていた肩書は「詩人」「名古屋豆本版元」だった。



名古屋市収蔵の資料
／”名古屋豆本”

（一部掲載；収蔵先 文化のみち二葉館）
Collection related to “NAGOYA”Miniature books in
 Nagoya City. Storage location: Cultural Path Futaba 
 Museum, City of Nagoya. 

←付録カレンダー。
「名古屋豆本」会員に年末に配られたもの。
特に作者名のない年のものは、亀山巌氏の版
絵になる。サイズは約６㌢×８㌢程度。

←本体豆本の内容に合わせ、付録と
してカセット音源がついているもの
もあった。
（『弾き語り富士松春太夫』木下信三・著）
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名古屋発文芸児童文学詩短歌小説 ←ジャンル別インデックス
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←出来上がった豆本を入れるように作られた
袋。これらも亀山氏のデザインとペン画・
切り絵が元になっている。この袋に入って
会員の元に郵送されていた。

上記資料の閲覧を希望される方は、文化芸術推進課または文化のみち二葉館までお問い合わせください。 
なお、学術研究または教育普及目的の場合にのみ閲覧が可能で、所定の手続きが必要です。

Web なごやゆかりの脚本・児童文学・ミニコミ 令和 8 年度基準　　　　　1/ 名古屋に居住・定期来名した経歴が確認されている（ミニコミは発行所）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　2/ 関連資料寄贈品が名古屋市に複数収蔵されている
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